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より調査

実抗
出
同
白

耳
目

幅
四
回

直
画

面
閉
口
閉

一

一

ま
ず
、
こ
の
調
査
で
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
の
は
、
親
と
子
ど
も
と
の
接

触
時
間
の
短
き
で
す
。
特
に
父
親
と

の
接
触
は
3
・
3
2
時
間
と
、

6
か

国
中
最
も
抵
い
債
で
し
た
。
父
母
の

接
触
時
間
の
差
も
、
韓
国
を
除
く
4

か
国
に
比
べ
て
大
き
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
{
表

1
参
照
}

と
こ
ろ
で
、
父
親
の
子
育
て
に
お

け
る
役
割
分
担
を
み
て
み
る
と
、
父

親
の
分
担
率
で
高
い
も
の
は
「
生
活

費
を
負
担
す
る
」
で
、
こ
れ
は
各
国

に
ほ
ぼ
当
て
は
ま
る
も
の
で
し
た
。

「
し
つ
け
を
す
る
」
は
、
欧
米
3

か
国
で
は
父
親
の
分
担
率
が
高
い
項

目
で
す
が
、
ア
ジ
ア
3
か
国
で
は
、

半
分
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
c

ま
た
「
食
事
の
世
話
を
す
る
」
は
各ヘ

短
い
接
触
時
間

間家庭教膏に関する国際比較調査置

日本、アメリカなど6か国で、。歳から12議までの

子どもと向居している親(またはそれに相当する人)

を対象に、調査員による偶別訪問面接調査が仔われ

た。なお、調査結果についてのお問い合わせは、(時日

本女子社会教育会まで。

ヘ屈
と
も
低
い
分
担
率
で
す
が
、
そ
の

な
か
で
も
区
本
の
父
親
の
分
担
は

9
・
4
%
と
最
低
で
し
た
口
{
阿
部

1

参
照
}

一
甘
い
し
つ
け
一

生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
行
動
、

4
項
目
に
つ
い
て
、
自
分
の
子
ど
も

が
「
5
歳
の
と
き
一
人
で
で
き
た
も

の
(
で
き
る
と
思
う
も
の
ど
を
あ
げ

て
も
ら
い
ま
し
た
口
全
体
的
に
、
日

本
と
韓
屈
で
は
「
一
人
で
で
き
る
い

と
い
う
回
答
が
少
な
く
、
し
つ
け
の

備自本女子社会教膏会

〒105 東京都港区芝公園 2-6-8

ft 03-3434-7575 

平成?年 3月

子どものしつけ(5歳のときに 1人でできるもの)

遊んだ後の

片付けができる

行犠よく

食事ができる

%
一
%
一
%
一
%
一
%
一
%

n
u
u
一

n
H
V
一
円
/
」
一

A
斗
.
一

n円
U

一
円
け
U

nu一
円
/
一
円
/
一

Q
U
一

q
u
-
A斗，

日常のあいさつが

でき否

易体を清潔に

保つごとができる

広報たまかわ

図2

自 本

韓国

タ イ

アメリ力

イギリス

スウェーデン

日 本

韓国

タイ

アメ 1) 力

イギリス

スウェーデン

甘
さ
が
目
立
ち
ま
す
。
逆
に
、

9
割

前
後
が
ご
人
で
で
き
る
」
と
答
え

た
の
が
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
。
タ

ィ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
そ
の
中
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
{
図

2
参
照
}

一
乏
し
い
接
触
内
容
一

「
子
ど
も
と
一
緒
に
何
を
し
て
い

る
か
」
を
お
項
目
の
中
か
ら
複
数
回

答
し
て
も
ら
っ
た
の
が
{
図

3
}
で

す
。
服
位
は
異
な
れ
ど
、
各
国
と
も

「
食
事
を
す
る
」
「
話
を
す
る
」
「
テ

レ
ビ
を
見
る
」
が
上
位
。
た
だ
平
均

回
答
項
目
数
で
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ

の
親
が
多
様
な
行
動
を
通
し
て
接
し

て
い
る
(
平
均
8・

5
7
項
自
)
の
に

対
し
、
日
本
の
、
特
に
父
親
は
6
・

げ

0
項
目
と
最
低
で
、
接
触
内
容
の

乏
し
さ
が
伺
え
ま
す
。
{
表

2
参

照
}

父親の子育て分担

-アメリカ
・イギリス

父親 母親
母親と
父親の差

日 本 3.32時間 7.44時間 4.12時間

韓 '盟 3.62時間 8.40時間 4. 78時間

タ イ 6.∞時間 8.06時間 2.06時間

アメリ力 4.88時間 7.57時間 2.69時間

イギリス 4. 75時関 7.52時間 2. 77時間

スウェーデン 3.64時間 6.49時間 2.85時間

子どもと一緒に過ごす時間(平均)表1

-イギリス
・アメリ力

50+-… --f竺…l……… J-~?:_-- ..l一一一一J_~_0~~二三L~~-~-…
:55331.孟

-華豊富

-日本
・スウ工ーデン

E ・アメリ力
・アメリ力l
・イギリス!・タイ
・スウェーデンi・イギリス

-アメリカ!・韓富
・イギリス

食事をする
93.2% 

誌をする
77.1% 

外出する
75.7% 

テレビを見る
72.4% 

一緒に遊ぶ

70.5% 

著がえを手缶う
59.6% 

見える所にいる
50.8% 

入浴させる
48.6% 

学技などの送り迎え
38. 6% 

勉強を教える
37.8% 

金事をする
89.9% 

日
%
一
郎
%

で，

no一
一
}
円
。

一
を
す

(r主に父親がするJと「両方」の器合の合計)

-イギリス

・アメ')力

・日本

・スウェーデン入浴させる
50.3% 

見える所にいる
44.0% 

学校などの送り迎え
43.4% 

-スウェーデン

図↑テレビを晃る
72.3% 

一

口

る

引
%
一
一
日
%

を
日
一
時
F
J

え
日
一
封
印

劃

一

鮫

食事をする
93.1% 

外出する
91.1% 

話をする
88.9% 

一緒に遊ぶ

84.7% 

テレビを見る
59.1% 

家事を教える
52.1% 

着がえを手伝う
52.0% 

見える所にいる
50.0% 

スポーツをする
49.0% 

勉強を教える
48.8% 

ヴ
(
即

%
 

す

8
を
S

ヱO
Q
υ

町一

2
0

一絡に遊ぶ

82.4% 

同じ部震で寝る
71.5% 

外出する
68.1% 

テレビを克る
67.9% 

着がえを手伝う
61.1% 

入浴させる
50.0% 

見える所にいる
38.8% 

家事を教える
37.0% 

食事をする
89.1% 

テレビを見る
87.0% 

話をする
80.8% 

一緒に遊ぶ

76.7% 

外出する
75.3% 

入浴させる
62.9% 

勉強を教える
58.4% 

同じ部屡で寝る
57.4% 

着がえを手伝う
56.1% 

克える所にいる
50.5% 

子どもとの譲触内容(上位10位)

食事をする
91.8% 

話をする
84. 3% 

テレビを見る
82.8% 

外出する
77.1% 

入浴させる
67.6% 

一緒に遊ぶ

54.1% 

同じ部屋で寝る
56.6% 

見える所にいる
46.5% 

着がえを手伝う
39.4% 

勉強を教える
37.7% 

国 3

-日本
・タイ
・韓富

-タイ
・日本
・スウ工ーデン

・韓関

-イギリス
・9イ

2 

-日本

・韓匿
-韓菌

-日本

子どもとの掻触内容の平均回答項目数(金15瑛邑~菌3中の13項目以タトに;号室2222;の項白あり)

3 

表2
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月2回の学校週5日制の実施 ! 
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第2土曜日に加え第4土曜日

も休業日となります
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図るうえで、好ましい結果をもたらすものと考えら

れたからです。

慣百三五の子:偽 本主力i
f増対潜 芳、ゆけj

語調季初予忘れでJ注意酬なが的?で
国子山成長明山せません。出

ら、子どもたちは遊びを通して、さまざまな

ことを発見し、作りだし、体験を重ねるからです。

園
E明月 l闘の週 5日制実施時にもこうした心配は

踊副ありましたが、文部省の調査廷では塾j重いが

増えたということはありませんでしたD 増えた休み

を、子どもたちには有意義に使ってほしいと考えて

います。

児童・生徒の学校外活動実態調査)(※幼児

、1/

平成 7年4月から、月 2回の学校週 5日制が実施

されることになりました。これにより、第2土曜日

に加え、第4土曜日も休業日となります。対象とな

るのは、幼稚園、小学校、中学校、高等学校および盲・

聾・養護学校の各学校です。同制度実施に先立ち、

月2回の学校週 5日制をご理解し=ただくために、皆

さんから寄せられた不安や疑問にお答えしますc

居酒 照時 明:自 針照射京湾5甲
恒温a制:を:月乏回l己しなrrればなるなしYのでずかよ;

'沼市学校週 5日制は、学校、家庭および地域社会

副島副の教育全体のあり方を見直し、子どもたちの

豊かな人間育成を図ることを目的としています。 激

しい変化が予想されるこれからの社会においては、

子どもが自ら考え、判断し、行動する力を身につけ

させる教育が大切だからです口また、休みを月 2回

に拡大することは、全国642校で実験的に行った研

究結果からみて、子どもたちの望ましい人間形成を

，，¥(〆.
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子子

亮
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一

今
朝
雄

勝

重

林 青

山

成
雄

芳
明

子

4月3日日(土・臼躍を除く

固定資産課税台帳の縦覧

縦貫できる入は、固定資産

の所有者及び所有者の同居の

親族、または縦覧を委任され

た人に限ります(委任された

人は委任状が必要です)

午前8時30分~午後5時

土曜日 、日曜日は縦覧が

できません。

玉川村役場税務課内

(TEL) 57-3101 

時間

場所

登
志
夫

隆亮
一

彦
多

繁

孝

孝

ニ

ヘ

石草石有有大草鈴野矢草矢鈴小瀬塩縫戸大大掛大大大石吉
古 十 和 血 JII 日

森野森賀賀田野木口吹野吹木針谷深 海野内子野野野井村

一和

夫浩

孝香章靖智尚絵智直泰刻伸 j関健裕麻知結 莱あ美亜明伸達
里 代悠

美 織 浩 敏 史 史 香 恵 哉 成 太 也 一 次 弥 里 乃 花 月み香希美樹也

昌 正 栄 誠 貞 血 直 正 四 直孝Jj正隆武 昌浩 常 つ義伸嘉
尚 誠一 弘 進孝弘め

興則男一亥 幸浩郎 一恵夫 、一寿 弘道 政 ー 子明一安
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太関須須

田 1E!田回

里幸麻知

花恵美寛

孝
勝

雄

平
成

6
年
分
個
人
事
業
者
の

消
費
税
確
定
申
告
・

3
月
幻
日
ま
で

淑
確
嘉
穂
浩
議
議
裏
一
義
務
川

①
基
準
期
間
(
平
成
4
年
中
)
の
課
税

売
上
高
が

3
千
万
円
を
超
え
る
事
業

者。

②

1
以
外
の
事
業
者
で
「
消
費
税
課
税
事

業
者
選
択
届
出
室
田
」
を
提
出
し
た
方
。

「
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
取
引
の
売

上
金
額
(
消
費
税
額
を
除
き
ま
す
)
の
合
計

額
」
か
ら
「
取
引
き
に
係
る
売
上
値
引
き
や

売
上
割
戻
し
な
ど
に
係
る
金
額
の
合
計

額
」
を
控
除
し
た
残
額
を
い
い
ま
す
。

務
課
税
事
誕
糞
刑
期
濃
択
総期
待

寸

免
税
事
業
者
が
課
税
事
業
者
に
な
る

こ
と
を
選
択
し
、
そ
の
旨
の
届
出
書
を

税
務
署
長
に
提
出
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
翌
課
税
期
間
以
降
は
課
税
事
業
者
と

な
り
ま
す
。

川選
魯
!税
-饗
務
翠
豪
……
…

『簡
易
課
税
用
』
と
『
一
般
用
』
の

2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
平
成
4
年
中
の
課
税
売
上
高
が

4
億

円
以
下
の
課
税
事
業
者
で
「
消
費
税

簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
提

出
し
て
い
る
方
は
、
『
簡
易
課
税
用
』

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
1
以
外
の
課
税
事
業
者
は
『
一
般
用
』

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
須
賀
川
税
務
署

(
T
E
L

0
2
4
8
1
7
5
i
2
1
9
4
)
ま
で
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年々薄れてきました。

このため、新しい登録制度は、犬の動態を正

がら、飼い主が負担に感じていた

関を少なくすることを日

ポイントをみて

一
頭
あ
た
り

5
，
9
5
0
円

3，000円

2，420円

530円

か かる費用

学↓

狂犬病予防注射科

注射済票交付手数料

数手

登録時に

録政
ムι

犬を飼っている皆さん、今年の 4月から犬の

登録制度が変わります。いままでの登録制度

どこにどれだけの犬がいるかとい

把握するために、飼い犬

なければなりま

べ最

平
成

S
年
叩
用
か
ら
予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
予
防
接
種
の
種
類
、

と
も
に
、
予
防
接
種
で
健
康
被
害
を
受
け
た
人
へ
の
救
済
制
度
が
充
実

し
ま
し
た
口

詳
し
く
は
役
場
保
健
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

実
施
方
法
な
ど
が
改
め
ら
れ
る
と

女
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

「
義
務
接
種
」

寸
勧
奨
接
種
」

ぷ
又
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
d

接
種

ρ
受
け
る
様
、
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
H

に
変
わ
り
、
受
け
る
人
(
保

護
者
)
の
意
志
が
尊
重
さ
れ
た

なみ保
い 理 護

解 者
しが
て予
い l坊
な接
い種
との
、説

受明
け番
らを
れ読

体
温
は
家
庭
で
測
定

体
温
は
会
場
で
全
員
測
定

要
注
意
者
の
み
医
師
の
診
察

全
員
が
医
師
の
診
察
を
受
け
る

(
今
ま
で
の
関
診
票
は
使
え
な
い

問
診
票
の
隷
式
が
変
わ
る

診
察
後
の
保
護
者
の
意
見
の
確
認
は

必
要
な
い

診
察
後
、
適
当
と
認
め
ら
れ
た
ら
保

護
者
の
意
志
を
確
認
し
、
同
意
の
サ

イ
ン
を
求
め
る

接
種
後
の
入
浴
は
禁

接
種
後
の
入
浴
は
さ
し
っ
か
え
な
い

(
わ
、
ざ
と
、
こ
す
る
こ
と
は
し
な
い
)

風
疹
予
防
接
種
は
中
学
生
の
女
子
の

み
が
対
象

乳
幼
克
期
(
男
女
と
も
)
に

接
撞
で
終
了

回
の

4悼
1.5疋

「
受
け
な
け
れ

る
よ
う
に
努
め

変
わ
り
ま
し
た

7 

平
成

6
年
度
第

4
回
目
の
「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
が
、

1
月
♂
日
(
金
)
、
村
保
健
セ
ン
タ
i

で
行
わ
れ
、

3
歳
児
健
康
診
査

「
留
科
い
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
、

4
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

よ
い
歯
を
し
て
い
る
の
は
、
次
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

(
)
は
保
護
者
名
と
地
区
名溝井里奈ちゃん(喜浩・小高)

真弓美香ちゃん(喜夫・蒜生)佐久間恵梨ちゃん(義重岩法寺)

t草津誠一くん(理博・南須釜)

て



平成7年 3月広報たまかわ

一みなさんわ¥らの話題を

おまちしています-

役場企語調整課

広報係まで

勲
五
等
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐
久
間
倉
太
さ
ん
叙
勲
受
章
祝
賀
会

の入等与
受役双今日乍
章の光ミ年
祝佐旭5二
賀久門;月
会開 μ7に
が倉章j秋
、太をの

中さ受叙5
の ん 章 勲 え
マ(しで
1 70た
ヴ歳村勲i
エ ) 収 五 ご

平成7年 3月

国体を契機に、きれいな美しい村にグ
玉川村花いっぱい運動協議会を設立

広報たまかわ

ラ
ス
末
広
で
盛
大
に
関
か
れ
、
団
体

関
係
者
や
地
区
住
民
ら
加
入
が
出
滞

し
、
晴
れ
の
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

佐
久
鴇
さ
ん
は
昭
和
必
年
に
村
議

当
選
以
来
、
平
成
4
年
ま
で
6
期

m年

関
村
議
と
し
て
在
職
c

特
に
昭
和
日
年

か
ら
平
成
4
年
ま
で
同
年
間
議
長
を

務
め
た
ほ
か
、
村
消
防
団
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
し
、
多
く
の
分
野
で
村
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
発
起
人
代
表
の
車
田
村
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
穂
積
良
行
代

議
士
、
大
野
雅
人
県
議
ら
か
ら
祝
辞

を
受
け
た
佐
久
間
さ
ん
は
「
今
後
も
、

こ
の
栄
誉
を
汚
す
こ
と
な
く
、
地
域

社
会
の
た
め
努
力
し
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

県
住
宅
供
給
公
社
事
業
と
し
て
昨
年
末
に
着
工
さ
れ

た
分
譲
住
宅
地
、
川
辺
住
宅
団
地
の
造
成
工
事
安
全
祈

願
祭
が
、
川
辺
字
武
道
地
内
の
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
同
公
社
や
村
関
係
者
、
地
権
者
ら
別
人
が

出
席
。
神
事
で
は
公
社
の
小
宅
理
事
長
、
車
田
村
長
、

共
同
企
業
体
代
表
の
菊
池
一
一
一
柏
工
業
社
長
が
ク
ワ
入
れ

し
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

12月の無事完成に向けて f
川辺住宅団地造成工事

安全祈願祭式

か
ん
と
う
じ
ゅ

村
消
防
団
、
晴
れ
の
竿
頭
綬
受
章
j
s

一
平
成
6
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰
式

ふ
く
し
ま
国
体
に
向
け
て
、
村
内
を

き
れ
い
な
花
で
飾
り
、
村
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
は
か
ろ
う
と
、
玉
川
村
花

い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
の
設
立
総
会

が
、
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

村
内
の
各
種
団
体
の
代
表
ら

ω人
が
出

席
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
会
則
、
事
業
計
画
な
ど
を

協
議
。
こ
れ
か
ら
が
メ
イ
ン
と
な
る
ふ
く

し
ま
国
体
で
、
本
県
の
必
エ
の
玄
関
u

福

島
空
港
に
来
県
す
る
全
国
の
選
手
、
役
演

ら
を
花
い
っ
ぱ
い
で
迎
え
、
同
国
体
の
短

火
リ
レ

i
コ
i
ス
な
ど
を
花
で
飾
る
ぷ
突

し
い
村
H

づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
活
発

に
意
見
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

役
員
選
任
で
は
、
車
田
村
長
を
会
長

に
選
任
し
、
副
会
長
に
は
鈴
木
吉
之
村

老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
長
(
竜
崎
)
塩
沢

金
吾
村
海
外
派
遣
団
連
絡
協
議
会
長

(
北
須
釜
)
を
選
出
し
ま
し
た
。

乙字ヶ滝、 トイレも公園も
リフレッシユ・アップf

「玉川ふるさと四年会Jが清掃活動

南須釜地区、子供と大人が
楽しく交流グ

第9同冬季レクリエ}ション大会

乙
字
ヶ
滝
公
園
内
に
設
置
を
進
め
て

い
た
公
衆
ト
イ
レ
が
完
成
し
ま
し

た
。
新
し
く
な
っ
た
公
衆
ト
イ
レ
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
ワ
l
ト
造
り
の
モ
ダ
ン

な
外
観
で
、
今
ま
で
の
場
所
よ
り
も

高
い
位
置
に
建
て
ら
れ
、
大
変
利
用

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

D

乙
字
ヶ
滝
公
開
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
で
新
し
く
公
衆
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
た
の
に
伴
い
「
ふ
る
さ
と
四
年
会
」

(
石
井
庄
八
会
長
。
村
海
外
派
遣
事

業
の
中
華
民
国
・
鹿
谷
郷
訪
問
団
員

位
人
で
構
成
)
が
、
乙
字
ヶ
滝
公
園

の
清
掃
奉
仕
活
動
を
実
施
。
参
加
し

た
メ
ン
バ
ー
は
厳
し
い
寒
さ
の
中
、

「
日
本
の
滝
百
選
」
の
名
勝
の
美
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

玉
川
村
消
防
団
(
大
竹
勝
義
団
長
)

が
、
平
成
6
年
度
の
消
訪
庁
長
官
定

例
表
彰
で
竿
頭
綬
を
受
章
し
ま
し

た
。
東
京
都
港
区
の
日
本
消
防
会
館

内
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
代
表

の
大
竹
団
長
が
出
席
。

竿
頭
綬
は
、
表
彰
旗
を
授
与
す
る

消
防
機
関
(
消
防
活
動
、
対
策
な
ど

の
成
績
が
特
に
優
秀
で
他
の
模
範
に

な
る
と
認
め
ら
れ
る
機
関
)
に
準
ず

る
消
防
機
関
に
与
え
ら
れ
る
も
の

で
、
今
回
は
全
国
で
日
機
関
が
受
章

し
て
い
ま
す
。

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
南

須
釜
地
区
推
進
協
議
会
(
近
内
玉
喜

会
長
)
主
催
の
冬
季
レ
ク
ワ
ェ

l

シ
ヨ
ン
大
会
が
、
村
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
南
須
釜
地
区
の

幼
稚
圏
児
か
ら
高
校
生
、
青
年
団
員

や
父
母
ら
約
別
人
が
参
加
し
ま
し

た。
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
一
環

と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
大

会
で
は
、
学
生
や
年
代
別
の
縄
跳
び

競
技
、
次
い
で

O
×
ゲ

l
ム
な
ど
が

楽
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

も
ち
つ
き
大
会
も
行
わ
れ
、
っ
き
た

て
の
も
ち
を
子
ど
も
た
ち
が
お
い
し

そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

竜
崎
地
区
の
コ
え
ぞ
穴
」
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
よ
う
と
、
村
郷
土

史
研
究
会
(
岩
谷
浩
光
会
長
)
主
催

に
よ
る
考
古
学
講
演
会
が
、
竜
崎
公

民
館
で
関
か
れ
、
地
区
住
民
ら
約
同

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
文
化
・
セ
ン
タ
ー
遺
跡
調
査
課
の

高
橋
信
一
さ
ん
が
「
百
八
横
穴
古
墳

の
謎
」
と
題
し
て
講
演
。
ス
ラ
イ
ド

で
県
内
各
地
の
横
穴
古
墳
を
専
門
家

の
立
場
か
ら
詳
し
く
説
明
し
、
竜
崎

の
百
八
横
穴
に
つ
い
て
「
7
世
紀
ご

ろ
の
横
穴
と
見
ら
れ
、
こ
れ
ほ
ど
多

く
の
横
穴
が
あ
る
の
は
貴
重
で
あ

る
」
と
語
り
、
参
加
者
ら
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

8 

「
竜
崎
え
ぞ
穴
」
の

謎
を
さ
ぐ
る

考
古
学
講
演
会

村の「健康カレンダー」が
特選に!!

県需町村広報コシうーんの広報
カレンダーの部で、村の健康力レ
ンタ-(平成6年度版)が特選に
選ばれました。
役場保健課が作成したこの力レ

ンターには、皆さんが写された赤
ちゃんの写真が使われており、そ
の生き生きとした表情が高く評価
されたものです。

9 



広

が

る
善
意

の
輪
HH

小
林
さ
ん
大
当
た
り
グ

お
年
玉
っ
き
年
賀
状

一

等

賞

村からお年玉っき年賀はがきの 1等賞品が出ま

した。幸運を当てたのは、竜崎の小林正晴さんで

す。玉川郵便局の安倍孝局長から一等賞品、 25型

衛生放送内蔵カラーテレピの{云達を受けた小林さ

んは「信じられなくて、番号を何回も確かめまし

た。当選した年賀状は、 70通の中の 1枚で友人

から送られてきたもので、すJ と喜び、を語っていま

した。

昭和59年に現在の新局舎になってから初めての

1等賞で、その確率は50万通に 1本だそうです。

社
会
福
祉
の
活
動
資
金
に
寄
付

平
成
6
年
度
に
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
、
次
の
方
々
よ
り
善

意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
・
ま
し
た
。

昨
年
4
月
、
野
崎
倉
平
き
ん
(
川

辺
)
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
(
ゴ
ル

フ
)
祝
賀
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
益
金

を
発
起
人
の
車
田
永
勝
さ
ん
、
溝

井
幸
二
さ
ん
(
共
に
小
高
)
が
来
庁

し
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
{
写
真
①
}

今
年
2
月
2
日
に
は
、

1
月
に

行
わ
れ
た
第
3
回
須
釜
芸
能
祭
の

主
催
者
を
代
表
し
て
石
森
定
吉
さ

ん
(
山
小
麗
)
が
来
庁
、
出
演
者
拠

出
金
(
募
金
を
含
む
)
を
寄
付
。
{
写

真
②
一
ま
た
、

3
月
2
日
に
は
出

辺
の
矢
部
重
次
郎
さ
ん
が
来
庁
し

ご
人
暮
ら
し
の
方
の
緊
急
連
絡
体

制
づ
く
り
な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
{
写
真
③
}

子
ど
も
た
ち
の玉

グ
宇
宙
都
市
μ

小
児
童
リ
サ
イ
ク
ル
作
品

銀
色
に
輝
く
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
飛
び
交
う
宇
宙
シ
ャ
ト
ル
i

玉

川
第
一
小
学
校
(
高
宮
正
博
校
長
)
の

玄
関
に
飾
ら
れ
た
こ
の
精
密
な
未
来

の
宇
宙
都
市
は
、
開
校
の

5
年
1
組

の
み
な
さ
ん
が
、
廃
材
を
利
用
し
図

工
の
時
間
に
作
っ
た
も
の
で
す
。
「
6

時
間
ぐ
ら
い
で
作
り
ま
し
た
。
児
童

が
家
か
ら
廃
品
を
持
ち
寄
っ
て
作
っ

た
の
で
、
製
作
費
は
塗
料
代
の
約
2

千
円
。
見
事
に
廃
品
を
蘇
ら
せ
て
く

れ
ま
し
た
」
と
語
る
担
任
の
田
中
純

先
生
。
子
ど
も
た
ち
は
、
し
っ
か
り
リ

サ
イ
ク
ル
を
学
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

郵便番号が変わります!

-新しい郵痩番号は、今わ¥ら使っていた

だいてもかまいません。

・お知り合いの方への「郵便番号変更通知

用はがきJ(無料)を全世帯に配布します0

・郵便番号が印刷されている封筒抵、ぞ

のまま使われて結構ですが、これから調

整される印期物は、新しい番号でお願い

します。

詳しくは郵便愚(須釜島

お尋ねください。

平成?年5月1日から県内の田村郡、

石川郡、東白川郡内の郵{要番号が別表の

ように変更になります。

郵便番号蛮更町村名

童話媛E書名 行E立区主事
務次俊 シ義久警が

さ:替差
ァ1m喜容と ιず翼持者喜怒;引

自村幸患 勾l!lJ 977 963叩7?

小野畦i 979-33 963田33
979命34 963冊34

j 〆 979-35 963・35
主審ヰ裂勾 979-36 963-36 
大怒l!lJ 979-41 963ω41 
総号11可 切手42 963伶42

y 979-43 983-43 
コs 979-44 963叩44

979-45 963-45 
手苦言葉匂 979-46 963-46 
主~害対 979-47 963今47

1長日韮「治-寸羽2E I 

石)11~草 石)111萄 978 963-78 
平 EB将 978明。1 963-81 

978-02 963-82 
浅 JIII!lJ 963-62 
3i )11 本当 “63 日ι

フ E主総l!lJ 978-03 963-83 

享
東白川郡 鮫)11*す 978-04 963-84 

矢祭自著 979“51 号63-51
うジ 979‘52 963-52 塁塁警のをさむ

長老 勾 979-53 963-53 長役勾の をきむ

979叩54 963-54 
d〆 979-55 963-55 

表語念勾 979-56 963句56

979-61 963-61 

置橿量量量墨書m置

国民年金保険料が改定

4月分から月額11，700円に

3月38.ひな祭り行事より

平成?年4月分からの冨民年金保険料

が、丹額11，700丹(付加{知食料をお支払

いの方は12，100円)になります。これは

現在の年金給付の改善などのために保険

料を引き上げるものです。

今後、毎年500円に物価上昇を勘案し

た額で引き上げられることになります。

詳しくは役場富畏年金係へお尋ねくだ

さい。

※入院の場合、住毘税が非課税で老齢福

祉年金を受けている人は、 18300向を

2カ¥月間だけの支払いとなります。

砂問い合わせ先役場保健課

老人保健法一部改E
A月1日から医壊費の自己実担額を愛吏

老人保健医療を受けている70歳以上の

方や65歳以上の一定の障害のある方は、

4月1巴から病院などの窓口で支払う医

療費の自己負担額が変わります。

なお、今後は物価指数の伸び率を指標

として、自己負担額が毎年見直しされます。

金
)
m
3
一敗一広

町
け
低
げ
、
)

W
ハ
、
1
u
工

i

f
し
コ
倒

ロ〕
4
」

rsu
つU

ー
が
日
間
臼

/
ミ
告
官

宅
i

1 6 700向
(ただし、低所
得者については、
1 8300向)

外来一部負担金
ケ汚につき〕

1， 010月

1.000円

(;;;21) 

(:ごと:)

玉川島)まで

3
首
脳
、
友
好
と

親
善
を
誓
う

第

2
回
全
国
玉
川
サ
ミ
ッ
ト

埼
玉
、
愛
媛
、
諸
島
各
県
の
玉

川
3
町
村
長
が
一
堂
に
会
す
る

第
2
回
目
の
全
国
玉
川
サ
ミ
ッ

ト
が
、
村
政
施
行
問
周
年
を
迎

え
た
靖
玉
県
玉
川
村
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
「
生
涯

学
習
・
生
涯
教
育
L

を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
、

3
町
村
が
抱
え
て

い
る
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
3

首
長
が
報
告
。
「
生
涯
学
習
な
ど

を
通
じ
た
民
間
、
行
政
の
交
流

を
活
発
に
展
開
す
る
」
な
ど
の

共
同
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

第 3級および第4級アマチュア無線技土試験案内(東北版)

平成7年度に東北支部管内で行う試験のS程は次のとおりです。 ※は巴曜日に試験!

住民票の続柄の
表示が変わりました

住民票にはft世帯主との続柄Jを記載す号棟が

あり「長男Jf二女Jf養子」などと記載されていま

したが、プライパシーを{保護する自的から法律が

改正され、3月18からすべて「子Jと記載されあこ

とになりました。

田人口動態調査にと協力を
厚生省では人口動態調査を毎年実施していま

す。この調査は皆さんからの出生、死亡、死涯、婚

姻及び離婚の名題蓄をもとに、出生や死亡の状

況などを調べるものですが、題勢調査の行われる

年には、簡毛筆に職業も記入していただくことにな

ります。また、死亡届には、併せて産業も記入して

いただきます。

議査結果は、今後の保健渇祉の向上に役立た

せるための統計資料として利舟されます。

窓口で届出をされる皆さんには、ご簡明をおか

けしますが、ご協力くださるようお額いします。

〈調査期間〉 平成?年4月1日から8年3月318まで

の1年間

〈語査対象者〉 出生死亡・死産ー揺摺・離婚麗を

出される方々

く調査方法〉 各窟蓄を出されるときに、それぞれ

織業を記入していただきます。例えは、「教員」、

「プログラマ-Jの方は専門職、「一般事務員J、「集

金人Jの方は事務職、「飲金j苫主」、f!J¥売届主」、

「外受員」の方は販売職、「美容師I鵠理人」、「家

政婦Jの方はサーヒやス磁というように書いていた

だきます。

また、死亡題には、農業、建設業、不動産業といっ

た産業も併せて記入していただきます。

題出をする役場の窓口に「出産題・死亡窟・死産

届ー婚姻窟-離婚題をされる方にお癒しりが備え付

けてありますので、参考の上、記入してくだきい。

また、わからない場合は窓ロでお関きください。

福島地方法務局からのお知5せ

「家族法ホットラインJ 開設
留の法制審議会は、民法の家族法(親族法、相

続法)の改正を進めています。改正の対象となっ

ている事項は、「夫婦が別々の氏を名乗るJf夫婦

が5年以上共同生活していない場合は離婚を認

める」などで、生活に深く関わる問題が対象となっ

ています。法務省ではこの家族法の改正にあたっ

て、広く国民の意克を寵くために受告専馬FAX
E家族法ホットラインjを設寵しました。ご意見を

お寄ぜください。

麗FAX番号 03-3592-7786 
盟受付期設 3丹31己出午後5碍

詳しくは、投場住民課・戸籍係まで
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第31回全国身体障害者スポーツ大会

ボランティア募集!
雇用保険法改正による新制度のお知らせ

公共職業安定所

宮

平成7年度の労働保険の年度更新をす

る時期がまいりました。 4月初めに福島

労働基準局、または県雇用保険課から送

付される申告書用紙に記入のうえ、 5月

15日までに最寄りの金融機関、郵便局、

労働基準監醤署などで手続きをされます

ようお知らせします。

期日までに申告できるよう、賓金台帳

などを整備しましょう。

詳しくは福島労働基準局(福島市)合02

45-34-1111まで。

平成7年3月15日から 4月

平成7年4月1日から塵用保険法が改
正され、新たに高年齢雇用継続給付と育
児休業給付が創設されます。

『高年齢雇用継続給付Jは、一定の受
給要件を満たす60歳以上65歳未満の被保
験者で、 60歳時に比べて集金が15%以上
低乍した状態で働き続けている者に対し
て支給される給付であり、この給付を行
うことにより高齢者の就業意欲を維持、
噴起し、 65歳までの雇用の継続を援助、
促進することを目的としてい撃す。

『育児休業給付jは、 1歳未満の子を
養育するための育児休業を取得する被保
険者であって一定の受給要件を満たす者
に対して支給され否給付であり、この給
付を行うことにより労働者が育児休業を
取得しやすくし、その後の円滑な職場復
帰を援助、促進することを目的としてい
ます。
詳しい内容については、須賀川、石川

の各公共職業安定所へお問い合わせくだ
きい。

平成7年10月初日、 29日の両日開催す

る第31回全国身体障害者スポーツ大会の

ボランテイアを募集します。

.募集主体 「うつくしまふくしま大

会」 ふれあい運動推進協議会・福島県

社会福祉協議会

.活動内容選手の介助、ふれあい広場

と後夜祭の運営協力

.募集人員約1，500人

・活動巴平成7年10月28日(土)、 29日(日)

・活動場所 県あづま総合運動公園など

@応募資格介助などの活動ができる方

で家族や職場、学校などの理解を得られ

ること。

・募集期間

28日まで

.申込み方法村社会福祉協議会に備え

付けの申込み用紙で、社会福祉協議会に

申し込む。

.問い合わせ先 村社会福祉協議会

57-3101 内線56番

労働保険年度更新のお知うせ
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⑧ 

玉川村合併
40周年
記念の

建議

三種混合予防接種……………………⑮

午後 1 時30分~2 時 国

変わりました!週法定労働時間

労働

(村のPRも期待できます)

エコ}はがき
発売中 f

ポリオ生ワクチン…・……・・……・…-…医~

午後 1時""""1時15分 園

ポリオ生ワクチン…・………………・……⑧

午後 1時30分.......， 2時 国

乳児健診…ー 一一一-……ー ・・一...…⑫

午後 1時""""1時30分 園

1歳6ヶ月時健診・・…・……一……...⑮

午後 1 時30分~2 時 国

ヨ[J@司@@健康ごよあ

圃3月

228(水)

圃4月

5日(水)

6日(木)

14日働

21日悩

事業主のみなさんヘ

自動車税、納期限は5月3旧です
福島県中地方振興局

自動車税は、 4月1日現在に自動車を
所有している(陸運局に登録している)
方に対し、 5月31日を納期眼として課税
されます。
納税通知書は、 5月中旬に送付されま

すので、早めに納めましょう。
なお、身体障害者や精神障害者等の方

が利用する自動車で、一定の要件に該当
する場合に自動車税が減免される制度が
あります。該当する方は、次の書類を添
えて5月24日までに申請してください。
<減免申請に必要な書類等(初めて申請
する場合)>
1 自動車税減免申請書(福島県県中地
方振興局県税部にあります)

2 身体障害者手帳、戦傷病者手帳又は
療青手帳

3 運転する方の運転免許証
4 自動車検査証(車検証)
5 家族の方が運転する場合には、身体
障害者等のために運転する旨の証明書

6 納税義務者の臼鑑
※詳しくは、県中地方振興局県税部(宮
0249-35-1235)にお尋ねください。

省

国の中央労働基準審議会での検討結

果を受けて、平成?年 4月 1自力、らの

遣法定労働時間の枠組みが乍表のとお

り定められ週労働時闘がさらに短縮さ

れました。

平成?年4月以降の法定労働時閣の枠組み

1 ・ 301 人 1101~131~ 110~ 
以上1300人1100人130人

詳しくは最寄りの労働基準監督署へお

尋ねください。

みなさんは、「公売」という制度をご存じ
ですか。公売とは滞納になった税金に充て
るために差押財産を入札により売却し換金
するごとです。公売には誰でも参加でき、
入札の基準となる価格も通常は時価より 1
--....3割安くお買得です。
なお、手続等でおわかりにならない点が

ありましたら、最寄りの税務署又は税務相
談室にお尋ねください。

この 3月に玉川村合併40周年を迎え、村内の郵便局(玉)1/局、
須釜局)では、記念の主コーはがきを作成、 3月 1日より発売さ

れました。

図柄は)1/辺地区出身で東京玉川会の会長でもある熊田藤作先生

が描いた「乙字ケ滝」と「南須釜 ・念仏踊り」となっています。

砂発売枚数 50，000枚
惨発売している地域福島県中通り地方の県南地域

(郡山から南の地域)

⑧:保健センター
堕;g]:須釜公民舘
国 : 受 付

融公売に参加したいときは

1週40時間

1週44時間(最大限平成9年3月31日まで)

1週46時間

亡コ原則
匡雪 猶予

[J]特例

。

四辻新田

( 2月届出分〉

年齢世帯主名

88 賓

光夫

謙

重

峰

広報たまかわを村外の方に送りませんか!
送付を希望する方は次により申込みください。

・お送りする期間""""7年4月号から 8年 3月号
・ 代 金"'1人につき1，000円
・申込先~代金を添えて役場企画調整課へ 3月31日まで
※継続される方も、同じく手続きをお願いします。

雄

伊

治

浩

勉

豊

明
光

正

裕

勝

お誕生おめでとうございますi
( 2月届出分)

保護者名

幸

夫

64 

78 

74 

87 

出生児氏名

三森雅紀
みわ

真和子

車問祐奈

野崎朔太

宗形美奈
みさと

青山美聡

小針聖

瀬谷友里奈

石井悟

4シ ~ 

地区

川辺

小高

岩法寺

南須釜

村のようす
(7年2月1日現在)

管 1，750戸(-1) 

日7，701人(十9)

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をい

ただきました。厚く御礼申し上げます。

.Jf/辺の矢部重次郎きんから篤志として 10万円

・小高の溝井 賓きんから 2万円

・竜崎の仁井田光夫さんから 2万円

・北須釜の矢吹重ーさんから 2万円

・山小屋の石森峰夫きんから 1万円

・第 3回須釜芸能祭出演者一同(代表:石森定吉さ

ん)から 20，070円

(村社会福祉協議会)

記

死亡者氏名

溝井カツヨ

仁井田光永

小林兼吉

矢吹キノ

石森辰治

地区

小高

竜崎

北須釜

山小屋

今

h 

3，793人(+6) 

3，908人(十3)

今

月

の

納

税

民

年

月

分

金

国(
納
期
限
は
3
月
旬
日
附
で
し
た
。
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
ぜ
ん
か
)

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

村
公
民
館

*
福
は
内
と
願
う
こ
こ
ろ
じ
豆
を
撒
く
老
い
の
二
人
が
残
り
し
家
に

鈴
木
浅
太
郎
・
作

*
洪
水
に
た
ち
ま
ち
盛
れ
る
州
も
い
く
つ
暴
れ
川
と
も
門
武
隈
川
は

小

針

登

豆

・

作

*
節
分
は
鰯
あ
た
ま
を
事
返
し
わ
が
家
昔
の
し
き
た
り
ま
も
る

溝
井
は
な
よ
・
作

*
群
れ
て
飛
ぶ
鳩
に
降
り
つ
ぐ
牡
丹
雪
さ
な
が
ら
ん
7

朝
も
奔
え
の
競
演

小

針

守

次

・

作

*
さ
い
涯
て
の
込
平
線
を
眺
め
お
り
小
ム
ハ
の
孫
と
北
の
大
比
に

真

号

は

ん

・

作

*
も
が
り
昔
、
っ
す
れ
ゆ
く
日
じ
窮
り
て
明
日
の
糧
を
野
に
さ
が
し
ゅ
く

真
号
五
三
男
・
作

*
世
知
辛
い
世
と
な
り
て
神
の
葬
銭
の
箱
を
叩
け
る
人
も
あ
る
と
い
う

曲
山
さ
く
み
・
作
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相
撲
が
強
か
っ
た

『
北
」
青
年
団

北
須
釜
の
矢
吹
忠
男
さ
ん
(
臼
歳
)

か
ら
提
供
さ
れ
た
こ
の
写
真
は
、
裏

に
昭
和
初
年
目
月
3
日
と
書
か
れ
て

あ
り
ま
し
た
。

「
こ
の
写
真
は
、
北
須
釜
青
年
自

が
村
の
運
動
会
で
優
勝
し
た
記
念
ノ

で
丁
度
祭
り
に
神
社
サ
集
ま
っ
た
時

撮
っ
た
ン
だ
と
思
っ
た
ナ

D

大
会
は

夏
に
や
っ
た
」
と
語
る
矢
吹
さ
ん
。

昭
和
初
年
は
須
釜
村
と
泉
村
が
3

月
に
合
併
し
て
玉
川
村
と
な
っ
た
年

で
、
玉
川
村
青
年
団
も
そ
の
時
に
誕

生
し
ま
し
た
。

写
真
の
場
所
は
、
北
須
釜
共
同
集

荷
所
で
、
東
側
に
あ
る
須
釜
神
社
の

社
務
所
に
も
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

優
勝
の
賞
状
を
前
に
写
っ
て
い
る

方
々
は
、
当
時
の
北
須
釜
青
年
団
の

メ
ン
バ
ー
で
前
列
中
央
が
、
故
榊
枝

義
正
さ
ん
(
正
昭
氏
の
父
)
で
団
長

で
し
た
。
そ
の
左
側
は
副
団
長
だ
っ

た
、
故
榊
枝
徳
一
さ
ん
(
繁
一
氏
の

父
)
で
、
そ
の
左
側
が
矢
吹
さ
ん
で

す
。
草
野
美
好
さ
ん
(
間
長
の
後
ろ
)

ら
の
顔
も
見
え
ま
す
。
「
札
相
撲
も
あ
っ

て
、
北
須
釜
は
い
つ
も
勝
っ
て
た

な
ァ
」
と
矢
吹
さ
ん
。

ひ
ろ

手
に
し
て
い
る
カ
ッ
プ
は
、
故
広

川
一
除
機
氏
(
南
須
釜
出
身
で
当
時
農

林
大
臣
)
提
供
だ
そ
う
で
す
。

「今も鮮やかによみがえる
猫柳の芽ぶき」

一東京玉川会員だより-

東京都日野市

諸根貞子さん(小高出身)

だ
れ
一
人
知
る
人
も
い
な
い
東
京

の
地
を
初
め
て
踏
ん
だ
の
は
、
昭
和

お
年
3
月
で
し
た
。
心
細
さ
か
ら
随

分
東
京
は
遠
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
た

も
の
で
す
。
そ
れ
が
今
で
は
日
帰
り

で
き
る
時
代
。
文
明
の
す
ば
ら
し
さ

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

家
業
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
庖
を
営
ん

で
い
ま
す
。
2
人
の
息
子
も
手
伝
っ

て
い
て
、
設
備
を
自
動
化
し
た
今
、

昔
の
こ
ろ
を
思
う
と
ま
る
で
夢
の
よ

う
な
、
処
理
の
量
と
楽
し
さ
で
す
。

た
ま
も
の

こ
れ
も
文
明
の
利
器
の
賜
物
で
す
。

す
で
に
人
生
の
折
り
返
し
点
も
過

ぎ
、
す
っ
か
り
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
主
人
が

最
近
ゴ
ル
フ
を
教
え
て
く
れ
、
夏
と

冬
の
休
み
に
は
、

7
日
間
ず
つ
の
連

休
を
と
っ
て
の
家
族
ゴ
ル
フ
旅
行
が

我
が
家
の
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。
仕

x三込
S語 、 も

山梨県、甲斐駒カントリークラブで。右は俳榎の財津一郎さん

事
は
汗
水
流
し
て
一
所
懸
命
に
働

き
、
休
日
は
自
然
の
中
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
す
口

東
京
に
住
ん
で
大
分
丹
日
が
た
ち

ま
し
た
が
、
幼
き
日
の
回
一
舗
の
風
景

が
鮮
や
か
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
今

ご
ろ
は
き
っ
と
、
小
川
の
ほ
と
り
に

銀
色
の
『
イ
ッ
コ
イ
ッ
コ
』
(
猫
柳
)

が
芽
吹
い
て
い
る
こ
ろ
か
し
ら
?

春
の
彼
岸
花
は
、
経
木
の
造
花
と

『
イ
ッ
コ
イ
ッ
コ
』
が
手
向
け
花
で

し
た
ね
:
:
:
。
主
人
(
矢
吹
町
出

身
)
が
、
田
舎
の
土
手
で
次
の
よ
う

よ

な
句
を
詠
み
ま
し
た
。

H

雪
溶
け
を
含
ん
で
生
ず
る

P
O
長
d蕗

の
と
う
H

も
う
す
ぐ
暖
か
な
春
で
す
ね
!

な
つ

豊
か
な
自
然
と
、

一懐
か
し
い
思
い
出

の
故
郷
の
繁
栄
と
皆
様
の
御
健
康
を

お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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